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論文の内容の要旨 



















体表的な一種である TiO2 ナノチューブ (TiO2 NT) は、水熱合成法とイオン交換過程から成
るプロセスにより、外径約 10 nm のナノチューブを簡便に高純度で合成できる。この自己組
織化 TiO2 NT は、光励起されたキャリアの寿命が長いことや、比表面積が非常に大きく、か
つ表面を覆っている OH 基によって有機物が吸着しやすい特性をもつことから、高効率な光
触媒材料や色素増感太陽電池のための負極材料として応用が期待されている。以上を踏まえ














つ着目したTiO2 NTの構造と合成方法、また、合成したTiO2 NTの特性評価について述べる。 
第 3 章では、天然イカスミ色素と TiO2 NT を用いた色素増感太陽電池の作製を行った。ま
た、作製する過程で生じた問題点を解決について検討を行い、その特性評価について述べる。 




 第 5 章では、第 4 章から得られた知見を元に天然色素を用いた色素増感太陽電池のための
最適な構造を提案した。天然イカスミ色素は、酵素分解による微細化処理でも凝集している
ものが多いことから、天然イカスミ色素のための TiO2 NT を用いた電極構造制御が必要であ
ると考え、従来印加することのできない超高電場による電場配向技術が可能なナノ秒パルス
電源を用いて特徴的な柱構造制御手法を確立した。 
 第 6 章では、本研究において得られた成果をまとめと今後の展望について述べる。 
 
 
 
 
